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今
年
も
若
々
し
い
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
高
専
生
一
八
九
人
、

専
攻
科
三
十
二
人
で
す
。
卒
業
式
で

校
長
式
辞
の
次
に
同
窓
会
会
長
と
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
を
伝
え
て
い
ま

す
。
大
事
な
、
貴
重
な
時
間
を
頂
い

て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
卒
業
生
の
為

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
あ
、
似
た
り
よ
っ
た
り
の
所
も

あ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
、
人
生
は
長

い
様
で
短
い
、
短
い
様
で
長
い
。
光

陰
矢
の
如
し
と
い
い
ま
す
が
、
時
、

光
陰
の
如
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
の
中
味
は
、
色
ん
な
結
果
と

な
っ
て
現
れ
ま
す
。
私
が
小
学
生
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
寄
せ
書
き
に
“
楽

は
苦
の
種
、
苦
は
楽
の
種
”
と
書
き

ま
し
た
。
父
か
ら
も
“
若
い
時
の
苦

労
は
買
う
て
で
も
せ
い
!!
”
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

　

私
の
経
験
で
、
じ
ゃ
あ
ど
う
い

う
年
月
の
過
し
方
を
す
れ
ば
い
い

か
と
い
う
と
、
人
は
必
ず
成
長
し

ま
す
。
成
長
す
る
為
に
は
、
目
標

を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
多

く
の
失
敗
を
経
験
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
石
橋
を
叩
い
て
渡
ら
な

い
評
論
家
タ
イ
プ
の
人
間
に
は
絶

対
な
ら
な
い
で
欲
し
い
。

　

私
の
場
合
、
走
り
乍
ら
、
考
え
て

い
く
方
式
を
選
び
ま
し
た
。
人
生
、

八
勝
七
敗
う
ま
く
い
っ
て
九
勝
六
敗

で
す
。
全
勝
は
、
大
鵬
、
白
鵬
く
ら

い
の
相
撲
の
世
界
の
話
で
す
。

　

前
の
卒
業
生
に
も
伝
え
ま
し
た

が
、
私
は
、
毎
年
一
月
二
日
に
、
○

○
年
私
の
実
行
目
標
を
十
行
～
十
五

行
、
大
き
い
順
、
優
先
順
に
記
入
し

て
、
そ
れ
と
ト
イ
レ
の
壁
に
貼
っ
て

毎
日
読
ん
で
、
記
憶
し
、
深
層
心
理

に
入
る
迄
毎
日
毎
日
見
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
自
然
に
そ
れ
が
、

意
識
と
し
て
行
動
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
せ
い
ぜ
い
二
～
四
項
目
く
ら
い

し
か
、
達
成
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

い
い
ん
で
す
。
で
も
続
け
て
い
く
う

ち
に
若
い
時
の
階
段
の
踏
み
上
が
り

は
低
い
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
高
さ

は
確
実
に
高
く
な
り
ま
す
。
別
の
面

か
ら
こ
う
も
考
え
て
い
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
人
生
の
正
当
利
潤
は

堂
々
と
受
け
取
っ
て
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
貴
方
が
世
の
中
の
お

役
に
立
っ
た
証
拠
。
良
い
家
、
車
、

生
活
が
結
果
と
し
て
現
れ
、
ち
ゃ
ん

と
併
せ
て
納
税
も
し
て
る
筈
で
す
。

　

若
い
時
の
壁
が
時
を
経
る
と
以
外

と
低
い
壁
に
見
え
て
来
ま
す
。
成
長

し
た
自
分
を
振
り
返
れ
る
時
が
必
ず

来
ま
す
。

　

又
、
人
生
は
選
択
か
運
命
か
？ 

の
問
い
が
良
く
議
論
さ
れ
ま
す
が
、

私
は
九
：
一
で
選
択
を
支
持
し
ま
す

が
、
間
違
い
な
く
運
命
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
こ
の
久
留
米
高
専
を
目

指
し
入
学
し
た
の
は
選
択
で
す
。
入

学
し
て
、
こ
の
学
校
の
長
い
時
間
を

か
け
て
、
先
輩
、
諸
先
生
方
が
培
っ

て
来
ら
れ
た
校
風
に
触
れ
た
の
は
運

命
で
し
ょ
う
。
人
生
百
年
の
時
代
で

す
が
僅
か
三
六
五
〇
〇
日
の
命
で

す
。
毎
日
違
う
人
と
出
会
っ
て
も

三
六
五
〇
〇
人
で
す
。
久
留
米
の
人

口
よ
り
遥
か
に
少
な
い
数
字
で
す
。

　

い
い
人
と
の
出
会
い
が
、
そ
の
人

の
人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
。

　

全
国
に
六
つ
の
同
窓
会
支
部
が
あ

り
、
同
じ
五
年
間
を
過
し
た
優
秀
な

先
輩
方
が
居
ら
れ
ま
す
。
是
非
こ
の

先
輩
方
と
出
会
っ
て
、
色
々
相
談
さ

れ
て
み
て
下
さ
い
。
同
窓
の
後
輩
に

対
し
て
、
か
わ
い
く
な
い
感
情
を
持

つ
方
は
い
ま
せ
ん
。

　

素
晴
ら
し
い
人
生
に
な
る
様
、

祈
っ
て
い
ま
す
。

　

高
専
校
長
を
拝
命
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、
赴
任
先
が
よ
う
や
く
久
留
米

と
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
平
成
二
十
七

年
の
三
月
初
め
に
な
っ
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
早
く
も
四
年
余

を
経
た
。
久
留
米
高
専
校
長
と
し
て

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
の
今
を
少
し
だ

け
書
か
せ
て
い
た
だ
く
。

　

久
留
米
高
専
の
こ
と
に
つ
い
て

十
分
な
知
識
を
持
た
ず
に
赴
任
し

た
小
生
に
と
っ
て
の
僥ぎ
ょ
う

倖こ
う

の
一
つ

は
、
同
窓
会
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い

で
あ
っ
た
。
同
窓
会
評
議
員
会
や
各

支
部
総
会
等
で
ご
面
識
を
得
た
皆

さ
ん
は
、
さ
す
が
に
実
社
会
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
聡
明
で
、
見
識
が
あ
り
、
進
取

の
気
性
に
富
ん
で
お
ら
れ
る
方
ば

か
り
だ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
学
校
運
営
に
も
、
内
外
と
も
に
、

難
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
同
窓
会
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
折
に
触
れ
て
貴
重

な
ご
助
言
や
励
ま
し
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
心
強
い
限
り
で
あ
る
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ん
が
立
派
で
あ
る

と
し
た
ら
、
現
役
学
生
の
諸
君
も
ま

た
同
様
で
あ
る
。学
生
会
や
寮
生
会
、

ク
ラ
ブ
等
課
外
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
と
相
ま
み
え
て
い
る
と
そ
の
優
秀

さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
る
。

も
ち
ろ
ん
、
授
業
に
お
い
て
も
ま
た

然
り
。
頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

卒
業
生
か
ら
現
役
学
生
へ
と
久
留

米
高
専
の
良
き
伝
統
が
連
綿
と
育
ま

れ
て
い
く
様
は
、
学
校
の
す
ぐ
南
を

滔
々
と
流
れ
る
大
河
筑
後
川
の
よ
う

だ
と
常
々
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、

入
学
式
と
卒
業
式
・
修
了
式
の
告
辞

の
冒
頭
に
は
、
時
候
の
挨
拶
と
し
て

筑
後
川
（
千
歳
川
）
や
そ
れ
が
織
り

な
す
自
然
に
つ
い
て
努
め
て
触
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

筑
後
川
水
系
が
生
み
出
す
素
晴
ら

し
い
自
然
は
、
夏
目
漱
石
も
俳
句
に

詠
ん
で
い
る
。
久
留
米
出
身
の
学
友

菅
虎
雄
の
関
係
で
、
漱
石
は
熊
本
の

第
五
高
等
学
校
（
旧
制
）
在
職
時
代

に
何
度
か
久
留
米
を
訪
れ
、
句
碑
も

い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
（
原
武
哲

『
夏
目
漱
石
と
菅
虎
雄
』
教
育
出
版

セ
ン
タ
ー
、一
九
八
三
年
）。中
で
も
、

「
菜
の
花
の
遥
か
に
黄
な
り
筑
後
川
」

は
、小
生
が
最
も
好
き
な
句
で
あ
る
。

原
武
先
生
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
句

は
『
草
枕
』
の
場
面
描
写
に
も
活
か

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
筑
後
川
は
「
筑

紫
次
郎
」
と
い
う
異
名
を
取
っ
て
い

る
。
久
留
米
よ
り
や
や
下
流
域
に
あ

る
現
在
の
佐
賀
県
神
埼
市
が
輩
出
し

た
教
育
者
・
作
家
で
あ
る
下
村
湖
人

の
名
作
『
次
郎
物
語
』
の
「
次
郎
」

も
筑
後
川
に
因
ん
だ
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
湖
人
の
ご
息
女
明
石
晴

代
さ
ん
の
『「
次
郎
物
語
」
と
父
下

村
湖
人
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
七

年
）
に
よ
れ
ば
そ
う
で
は
な
い
ら
し

い
。
し
か
し
、『
次
郎
物
語
』
に
は
、

大
川
（
筑
後
川
）
で
の
父
と
の
水
泳

の
様
子
や
筑
後
川
上
流
探
検
（
無
計

画
の
計
画
）
等
の
記
述
も
あ
り
、
筑

後
川
が
「
精
神
の
発
展
小
説
、
教
養

小
説
」（
福
田
清
人
）
と
し
て
の
『
次

郎
物
語
』
の
自
然
・
人
生
認
識
の
核

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
小
生
は
考
え
て
い
る
。

　

余
談
だ
が
、「
令
和
」
初
め
の
休

日
に
京
都
府
の
舞
鶴
に
帰
省
し
た
。

近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、

単
身
赴
任
中
の
小
生
が
常
食
と
し
て

い
る
久
留
米
近
郊
産
の
小
松
菜
を
見

つ
け
た
。
筑
後
川
が
醸
す
肥
沃
な
土

壌
の
産
物
が
こ
こ
に
ま
で
届
い
て
い

る
の
か
と
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
っ

た
。
翻
っ
て
、
久
留
米
高
専
の
学
生

諸
君
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
で
筑
後
川
の
よ

う
な
豊
か
な
実
り
を
生
み
出
し
て
い

か
れ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　 　

人
生
振
り
返
っ
て
み
た
時
…
。

同
窓
会
久
留
米
工
業
会
　
会
長
　
國
松
　
良
康
（
機
械
工
学
科
　
第
七
回
卒
業
）

遥
か
な
る
筑
後
川

久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
長
　
三
川
　
譲
二
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「
第
十
九
回
日
本
数
学
コ
ン
ク
ー

ル
・
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
数
学
コ
ン
ク
ー

ル
論
文
賞
」
に
て
銀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
論
文
テ
ー
マ
は
「
x
，
y
の

式
と
絶
対
値
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
の

簡
単
な
等
式
で
様
々
な
凸
多
角
形
を

表
せ
。
ま
た
、
凸
多
角
形
を
表
す
で

き
る
だ
け
単
純
な
（
美
し
い
）
等
式

を
見
つ
け
よ
。」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

川
添
は
ベ
ク
ト
ル
の
外
積
と
面
積

の
関
係
か
ら
、
楢
原
は
平
行
な
二
直

線
ま
で
の
距
離
の
和
を
利
用
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
条
件
を
満
た
す
等
式
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
同
様

の
方
法
を
利
用
し
て
、
指
定
さ
れ
て

い
た
凸
多
角
形
だ
け
で
な
く
、
任
意

の
凸
多
角
形
を
表
す
一
般
式
の
導
出

に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
次

元
以
上
の
凸
多
面
体
へ
の
拡
張
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
に
加
え
て
川
添
は
、

正
偶
数
角
形
の
周
を
表
す
よ
り
簡
単

な
等
式
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
利

用
し
た
図
形
の
プ
ロ
ッ
ト
、
式
の
導

出
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
川
添
に

と
っ
て
は
二
回
目
の
参
加
で
し
た

が
、
前
回
よ
り
い
い
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
使

う
こ
と
の
少
な
い
絶
対
値
の
利
用
方

（2019年３月現在）

本校卒業生及び専攻科修了生数

学 科 名 人員 専攻科名 人員

機 械 工 学 科 39
機 械 ・ 電 気
システム工学専攻

16電気電子工学科 38

制御情報工学科 35

生物応用化学科 41
物 質 工 学 専 攻 16

材 料 工 学 科 36

合　　計 189 合　　計 32

学 科 名 人員 専攻科名 人員

機 械 工 学 科 43
機 械 ・ 電 気
システム工学専攻

26電気電子工学科 43

制御情報工学科 43

生物応用化学科 44
物 質 工 学 専 攻 21

材料システム工学科 42

合　　計 215 合　　計 47

令和元年度入学生数

　

　

　

久
留
米
高
専
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
女
子
）
で
す
。
私
達
は
、
平
成

三
十
年
八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

に
行
わ
れ
た
第
五
十
三
回
全
国
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
（
女
子
）
に
お
い
て
優
勝
し
、

三
連
覇
を
達
成
し
、
特
別
表
彰
も
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
部
は
平
成
二
十
八
年

に
九
州
沖
縄
地
区
高
専
大
会
、
全

国
高
専
大
会
で
、
私
達
の
チ
ー
ム
の

武
器
で
あ
る
攻
撃
力
を
生
か
し
な
が

ら
戦
い
、
ど
ち
ら
も
初
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年

に
も
両
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
年
度
は
「
三
連
覇
」
を
目
標

に
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
九
州
沖
縄
地
区

高
専
大
会
で
優
勝
し
、
出
場
し
た
全

国
高
専
大
会
で
は
、
予
選
を
勝
ち
上

が
り
、
最
終
日
の
決
勝
リ
ー
グ
で
福

島
高
専
、松
江
高
専
と
戦
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
レ
シ
ー
ブ
力
が

あ
り
ラ
リ
ー
が
続
く
苦
し
い
試
合
で

し
た
が
、
仲
間
を
信
じ
て
最
後
ま
で

ボ
ー
ル
を
拾
い
続
け
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
度
の
全
国
大
会
は
新
設
の
久
留

米
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
卒
業
生
の
方
が
会
場

に
足
を
運
ん
で
応
援
し
て
く
だ
さ

り
、
私
た
ち
の
大
き
な
力
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
、
三
連
覇
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
た
く
さ
ん
の
方

が
支
え
て
く
だ
さ
り
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
で

バ
レ
ー
が
で
き
る
こ
と
、
応
援
し
て

く
だ
さ
る
人
が
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第 13回大同窓会実行委員長　田中　信也（金属工学科　第二十四回卒業）

　第 13回大同窓会は、平成 30年 12月 29日（土）ホテルニュープラザ久留米にて開催されました。
　年末のご多用の中、ご来賓の方々や全国各支部の方々、また遠方からも多数ご参加をいただき衷心よ
り御礼申し上げます。
　当日は、午後２時からの総会に始まり、芝浦工業大学　橋村真治教授（第二十五回機械工学科卒、前
久留米高専機械工学科・准教授）による特別講演、夕刻の懇親会まで、皆様のご協力のもと盛会かつ思
い出深い会とする事が出来ました。進行におきましては至らぬところ等あったかと思いますが、大きな
トラブルもなく無事に終えることが出来ました事、幹事一同を代表して深く感謝申し上げます。
　大同窓会準備期間を振り返りますと、本当にあっと言う間に本番当日を迎えたという感じでした。開
催２か月前の時点では、参加予定者がなかなか目標に達せず苦慮しておりましたが、國松会長を中心に
役員の皆様、また各支部長、部活動OB会の皆様にもご協力を頂き、多数の皆様にご参加頂くことが出
来ました事、重ねて感謝申し上げます。
　会が進むにつれ恩師、旧友、各部活動の先
輩後輩と座がくずれ、盛り上がった宴となり、
また、大同窓会最後の締め括りの校歌斉唱・
逍遥歌で、会場が一体となった時は、“これ
が久留米高専だな” と実感致しました。
　最後になりましたが、同窓会　久留米工業
会の益々の発展と同窓生の皆様のご健勝を祈
念し、御礼の挨拶とさせていただきます。

　

乗
富
　
綾
乃
（
電
気
電
子
工
学
科
五
年
）

全
国
高
専
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
女
子
三
連
覇
報
告

川
添
　
裕
功
（
制
御
情
報
工
学
科
三
年
）

楢
原
　
晃
都 

（
制
御
情
報
工
学
科
三
年
）

「
第
十
九
回
日
本
数
学
コ
ン
ク
ー
ル
・
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

数
学
コ
ン
ク
ー
ル
論
文
賞
」
に
て
銀
賞
受
賞

　　

法
や
応
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

が
出
来
た
た
め
、
非
常
に
い
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
数
学

に
対
す
る
勉
強
を
怠
ら
ず
、
様
々
な

こ
と
に
つ
い
て
目
を
向
け
て
い
く
よ

う
に
精
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

横
溝
　
雄
三
（              

）

第
八
回
福
岡
県
高
校

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
チ
ー
ム
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会
優
勝
！

　

県
内
の
高
校

の
卒
業
生
が
ゴ

ル
フ
の
腕
前
を

競
う
「
第
八
回

福
岡
県
高
校

O
B
・
O
G
チ
ー

ム
対
抗
ゴ
ル
フ
大

会
」（
テ
レ
ビ
西

日
本
主
催
）
が
、

二
〇
一
八
年
九
月

八
日
（
土
）
に

福
岡
市
東
区
の

福
岡
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部 

和
白
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
四
十
一
校

四
十
五
チ
ー
ム
の
百
七
十
九
名
が
参
加

し
、
初
参
加
し
た
久
留
米
高
専
O
B
チ
ー

ム
が
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
団
体
戦
で
金
属
二
十
四
期
の

西
尾
公
孝
、
横
溝
雄
三
、
金
属
二
十
六
期

の
古
賀
竜
成
、
機
械
四
十
五
期
の
上
野
諒

喜
の
四
名
が
参
加
し
て
、
上
位
三
名
の
合

計
ス
コ
ア
に
よ
り
順
位
決
定
し
最
良
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
金
属
二
十
四
期

の
西
尾
君
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
大
会
で
も
多

く
の
実
績
を
残
し
て
い
る
実
力
を
発
揮

し
、
ス
コ
ア
七
十
七
で
ラ
ウ
ン
ド
す
る
と

と
も
に
個
人
順
位
で
三
位
に
な
り
、
チ
ー

ム
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
博
多
駅
前
の
八
仙
閣
に

て
T
N
C
の
田
久
保
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
司
会
進
行
で
行
わ
れ
、
こ
の
模
様
は

二
〇
一
八
年
十
月
七
日
（
日
）
に
テ
レ
ビ

放
送
さ
れ
る
と
と
も
に
、
優
勝
者
の
み
に

与
え
ら
れ
る
校
歌
を
、
チ
ー
ム
全
員
で
合

唱
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
大
変
人
気
と
な
っ
て
お
り

参
加
枠
を
越
え
る
申
込
に
対
し
て
抽
選

で
四
十
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
今

年
も
参
加
し
、
連
覇
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

写
真
は
、
左
か
ら
古
賀
、
上
野
、
横
溝
、

西
尾
で
、
優
勝
副
賞
と
し
て
、
沖
縄
ゴ
ル

フ
ツ
ア
ー
（
二
泊
三
日
）
と
特
別
協
賛
の

明
月
堂
か
ら
博
多
通
り
も
ん
（
一
年
分
）

を
頂
き
ま
し
た
。

第13回　大同窓会開催の御礼

金
属
工
学
科

第
二
十
四
回
卒
業

小　森　野　だ　よ　り（28号） 令和元年６月吉日発行


